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人 文 社 会 学 部
健康メディカル学部

（医療科学科 スポーツサイエンスコース）

健康医療スポーツ学部
（医療スポーツ学科 トレーナー・スポーツコース、アスリートコース、動物医療コース）

学 力 試 験

日 本 史
試験開始の合図があるまでに、次の注意事項をよく読んでください。
１．試験開始の合図があるまで、問題冊子を開かないでください。
２．解答用紙は、マーク用解答用紙と記述用解答用紙が両面に印刷されています。
　　マーク式の問題はマーク用解答用紙に以下の例のようにマークしてください。
　　（例）

解答
1 ㋐ ㋑ ● ㋓ ㋔ ㋕ ㋖ ㋗ ㋘ ㋙ ㋚ ㋛ ㋜ ㋝ ㋞ ㋟ ㋠ ㋡ ㋢ ㋣
2 ㋐ ㋑ ㋒ ● ● ㋕ ㋖ ㋗ ㋘ ㋙ ㋚ ㋛ ㋜ ㋝ ㋞ ㋟ ㋠ ㋡ ㋢ ㋣

 ※同じ解答欄に複数のマークをすることもあります
　　記述式の問題は記述用解答用紙に記入してください。
３． 机の上には、受験票・鉛筆・シャープペンシル・消しゴム・鉛筆削り（電動式は除く）・時計（時計機
能だけのもの）・眼鏡以外のものは置かないでください。

４． 問題・解答用紙の両方に必ず受験番号・氏名を記入してください。また、受験番号をマークしてくだ
さい。提出の前には記入漏れがないか再度確認してください。

５．問題は３問全問解答必須です。
６． 試験中に問題冊子の印刷不鮮明・ページの落丁・乱丁に気付いた場合、また問題の内容について質問
などのある場合には、手を挙げて監督者に知らせてください。

７．問題冊子の余白等は適宜利用して構いません。
８．配布された問題・解答用紙は試験終了後回収しますので、持ち帰らないでください。
◇携帯電話は、電源を切ったうえで鞄の中にしまってください。

志望学科・コースの左枠に○をつけてください（第一志望のみ）
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［問題１］　次の絵は、第 1回衆議院議員総選挙の投票風景である。これについて、後の問いに答えなさい。

問１　1874年に民撰議院設立建白書が提出されたことをきっかけに、自由民権運動は急速に高まってい

った。この建白書を提出した人物として適切なものを以下の中から 2つ選び記号で答えなさい。解

答は 1 にマークしなさい。

ア．西郷隆盛　　　イ．大久保利通　　　ウ．板垣退助　　　エ．山縣有朋　　　オ．後藤象二郎

問２　自由民権運動の高まりに対して、政府は 1875年に言論・出版を取り締まる法令を制定した。この

法令として適切なものを以下の中から 2つ選び記号で答えなさい。解答は 2 にマークしなさい。

ア．讒謗律　　　イ．治安維持法　　　ウ．不敬罪　　　エ．新聞紙条例　　　オ．保安条例

問３　大日本帝国憲法が発布され、このなかで帝国議会は貴族院と衆議院の 2つから成ることが定めら

れた。これに対し黒田清隆内閣はいわゆる超然主義という立場を表明し、この考え方は、以後のい

くつもの内閣において採用された。この超然主義という考え方はどのようなものか。適切なものを

以下の中から 1つ選び記号で答えなさい。解答は 3 にマークしなさい。

ア．政府の政策は、議会・政党の意向を十分尊重して決められるべき、という考え方。

イ．政府の政策は、天皇の意向を十分尊重して決められるべき、という考え方。

ウ．政府の政策は、議会・政党の意向によって左右されてはならない、という考え方。

エ．政府の政策は、議会・政党の意向よりも国際協調を優先しなければならない、という考え方。

オ．政府の政策は、国際協調よりも国体の護持を優先しなければならない、という考え方。　
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問４　この絵の選挙が行われた年はいつか。適切なものを以下の中から 1つ選び記号で答えなさい。解

答は 4 にマークしなさい。

ア．1884年　　　イ．1886年　　　ウ．1888年　　　エ．1890年　　　オ．1892年

問５　この絵の選挙が行われた時の選挙権の条件はどれか。適切なものを以下の中から 1つ選び記号で

答えなさい。解答は 5 にマークしなさい。

ア．皇族・華族・士族の満 25歳以上の男

イ．直接国税 15円以上納税の満 25歳以上の男

ウ．直接国税 3円以上納税の満 25歳以上の男

エ．直接国税 3円以上納税の満 20歳以上の男女

オ．満 25歳以上の男

問６　この絵の選挙が行われた時の全人口に対する有権者の比率はどのくらいか。適切なものを以下の

中から 1つ選び記号で答えなさい。解答は 6 にマークしなさい。

ア．約 1%　　　イ．約 5%　　　ウ．約 10%　　　エ．約 20%　　　オ．約 50%

問７　この絵の選挙を受けて第一議会（第 1回帝国議会）が開かれると、問 3の立場をとる山縣有朋内

閣はなんとか予算を成立させたが、第二議会では予算問題が紛
ふん

糾
きゅう

し、民党と衝突した松方正義内閣

は衆議院を解散した。それによる第 2回総選挙の際、内務大臣品川弥
や

二
じ

郎
ろう

は選挙に対してどのよう

なことを行い、それはどのような結果をもたらしたか。適切なものを以下の中から 1つ選び記号で

答えなさい。解答は 7 にマークしなさい。

ア． 露骨な選挙干渉は行わなかったものの、民党側を非難・中傷する内容の発表を多数出し、民党

の優勢をくつがえした。

イ． 露骨な選挙干渉は行わなかったものの、民党側を非難・中傷する内容の発表を多数出したが、

民党の優勢をくつがえすことはできなかった。

ウ．詔勅を背景に民党側を批判し、政府側を支持する候補者を多数当選させた。

エ．激しい選挙干渉を行い、政府側を支持する候補者の当選に努め、民党の優勢をくつがえした。

オ． 激しい選挙干渉を行い、政府側を支持する候補者の当選に努めたが、民党の優勢をくつがえす

ことはできなかった。
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問８　その後に成立した第 2次伊藤博文内閣は藩閥の有力者を多数入閣させ、それによりこの内閣は

内閣と呼ばれた。この空欄に当てはまる適切な言葉を以下の中から 1つ選び記号で答えなさ

い。解答は 8 にマークしなさい。

ア．華族　　　イ．元勲　　　ウ．士族　　　エ．軍人　　　オ．官僚
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［問題２］ 　次の 2つのポスターは、1938（昭和 13）年 6月につくられた国民に向けたある啓発ポスターで

ある。これについて、後の問いに答えなさい。

問１　昭和初期は、日本国内では軍部の発言力が台頭してきた時期であったが、そのきっかけとなった

のは 1930（昭和 5）年に調印されたある国際条約である。この条約名として適切なものを以下の中

から 1つ選び記号で答えなさい。解答は 9 にマークしなさい。

ア．ワシントン海軍軍縮条約　　　イ．ヴェルサイユ条約　　　ウ．四カ国条約

エ．九カ国条約　　　　　　　　　オ．ロンドン海軍軍縮条約

問２　問１の条約調印に対して、ある人びと・グループは「この条約調印は天皇大権・統帥権の干犯で

ある」と政府を激しく攻撃した。政府を攻撃した人びと・グループとして不適切なものを以下の中

から 2つ選び記号で答えなさい。解答は 10 にマークしなさい。

ア．野党立憲政友会　　　イ．海軍軍令部　　　ウ．右翼団体　　　エ．元老西園寺公望

オ．天皇・皇族
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問３　問１・問２の後、日本の現状に不満をもつ陸海軍の青年将校や過激な運動家らは、国内でさまざ

まなクーデター事件・テロ活動を引き起こした。それらに当てはまらないものを以下の中から 1つ

選び記号で答えなさい。解答は 11 にマークしなさい。

ア．原敬暗殺事件　　　イ．五・一五事件　　　ウ．濱口雄幸遭難事件　　　エ．二・二六事件

オ．血盟団事件

問４　問３などの事件の後、軍部の政治的発言力はさらに増していき政党内閣は崩壊した。1936（昭和

11）年に成立した広田弘毅内閣は、陸軍の要求に従ってある制度を復活させ、以後の諸内閣に対する

軍の介入をさらに容易にした。その制度の名称を書きなさい。解答は記述用解答用紙に記入しなさい。

問５　問４の広田内閣とその次の内閣も短命で終わり、同年 6月に、軍部から国民全般の広い期待を集

めたある人物が組閣した。その人物名として適切なものを以下の中から 1つ選び記号で答えなさい。

解答は 12 にマークしなさい。

ア．近衛文麿　　　イ．平沼騏一郎　　　ウ．阿部信行　　　エ．米内光政　　　オ．東條英機

問６　問５の内閣が成立した直後、北京郊外で日本軍と中国軍の武力衝突事件が発生した。この際のこ

の内閣の対応の説明として、適切なものを以下の中から 1つ選び記号で答えなさい。適切なものが

ない場合はオを選びなさい。解答は 13 にマークしなさい。

ア． いったん現地で休戦協定が成立したが、内閣は兵力を増派して戦線を拡大し、翌年日独防共協

定を結んだ。

イ． いったん現地で休戦協定が成立したが、軍部の圧力に直面した内閣は、翌月に総辞職に追い込

まれた。

ウ． いったん現地で休戦協定が成立したが、内閣は兵力を増派して戦線を拡大し、国際的な非難を

受けて、翌月に総辞職に追い込まれた。

エ． いったん現地で休戦協定が成立したが、軍部の圧力に屈した内閣は、不拡大方針を変更し戦線

を拡大していった。

オ．ア～エのなかに適切なものはない。

問７　冒頭のポスターは、中国大陸における戦線の拡大と、これまでとは戦争の様相が変わったことを

示唆している。戦争の様相はどのように変わったのであろうか。一般市民という言葉を使いながら、

このことを簡潔に説明しなさい。解答は記述用解答用紙に記入しなさい。
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［問題３］　 次の文章は、戦後のある時期の我が国の経済や社会について書かれたものである。これを読ん

で、後の問いに答えなさい。

ドッジ =ラインによって不景気に陥っていた日本経済は、朝鮮戦争による特需などをきっかけとして上

向き、1954（昭和 29）年 12月～ 1957（昭和 32）年 6月には好調な輸出に支えられ、我が国有史以来の好

況を意味する ⑴ 景気が発生し、政府は 1956（昭和 31）年度の経済白書に「 ⑵ 」と記し、戦後

復興を高らかに宣言した。さらに 1968（昭和 43）年には国民総生産（GNP）が西側諸国の中で ⑶

に次いで世界第 2位となった。1955（昭和 30）～ 1973（昭和 48）年の約 20年間は高度経済成長期と呼ば

れ、日本経済は成長率が年率 ⑷ ％前後の急激な成長を遂げ、特に 1960年代後半以降は大幅な貿易黒

字が続いた。そしてこの時期は、社会や国民生活が大きく変貌した時期でもあった。

産業においては、第一次産業の比重が下がり、第二次・第三次産業の比重が高まった。東京から北九州

におよぶ重工業を中心とした巨大な帯状の工業地帯が太平洋側に出現し、 ⑸ エネルギー転換が急速

に進んだ。しかし諸工業の発展とともに各地で公害病が深刻化していき、1967（昭和 42）年には公害対策

基本法が制定され、1971（昭和 46）年には ⑹ が発足した。

国民生活においては、農村部から都市部への大規模な人口の流入が起こり、大都市では郊外に住宅建設

が広がってアパートが乱立し、世帯の「核家族化」が進んだ。また、1953（昭和 28）年にはじまったテレ

ビ放送は映画産業の衰退を招いたが、日常生活には欠かせないものとなり、各家庭には⑺ 「三種の神器」や

「新三種の神器」と呼ばれる、家電製品などの耐久消費財が普及していった。

問１　空欄 ⑴ に当てはまる言葉として、適切なものを以下の中から 1つ選び記号で答えなさい。

解答は 14 にマークしなさい。

ア．神武　　　イ．なべ底　　　ウ．岩戸　　　エ．オリンピック　　　オ．いざなぎ

問２　空欄 ⑵ に当てはまる言葉として、適切なものを以下の中から 1つ選び記号で答えなさい。

解答は 15 にマークしなさい。

ア．欲しがりません勝つまでは

イ．足りぬ足りぬは工夫が足らぬ

ウ．成功を約束するかのように抜けるような青空

エ．所得倍増

オ．もはや戦後ではない　
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問３　空欄 ⑶ に当てはまる国名として、適切なものを以下の中から 1つ選び記号で答えなさい。

解答は 16 にマークしなさい。

ア．イギリス　　　イ．フランス　　　ウ．ドイツ　　　エ．アメリカ　　　オ．ソ連

問４　空欄 ⑷ に当てはまる数字として、適切なものを以下の中から 1つ選び記号で答えなさい。

解答は 17 にマークしなさい。

ア．3　　　イ．5　　　ウ．10　　　エ．20　　　オ．30

問５　空欄 ⑸ に当てはまる言葉として、適切なものを以下の中から 1つ選び記号で答えなさい。

適切なものがない場合はオを選びなさい。解答は 18 にマークしなさい。

ア．水力から火力への

イ．石炭から石油への

ウ．化石燃料から原子力への

エ．原子力から再生可能エネルギーへの

オ．ア～エのなかに適切なものはない

問６　空欄 ⑹ に当てはまる官庁名として、適切なものを以下の中から 1つ選び記号で答えなさい。

解答は 19 にマークしなさい。

ア．厚生省　　　イ．総務省　　　ウ．総務庁　　　エ．環境省　　　オ．環境庁

問７　下線部⑺に含まれるものとして、適切なものを以下の中から 3つ選び記号で答えなさい。解答は

20 にマークしなさい。

ア．自動車　　　　イ．固定電話　　　ウ．電気冷蔵庫　　　　エ．クーラー

オ．携帯電話　　　カ．パソコン　　　キ．ファクシミリ　　　ク．スマートフォン
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